






第２問 (配点 25)

台形 � � � � において

� � ＝ �

� � ＝�
∠� � � ＝∠� � � ＝���

とする｡ また, この台形の面積を � とおく｡� � � ＝ � のとき, 線分 � � の長さ, 面積 � は

� � ＝ ア , � ＝ イウ

さらに

� � � �� ∠� � � ＝

である｡� � � � ∠� � � ＝ のとき, 線分 � � の長さ, 面積 � は

� � ＝ キク , � ＝ ケ コ

である｡� 台形 � � � � に内接する円 ( � 辺に接する円)が存在するとき, その円の半径を �

とおくと, � の長さ, 面積 � は

� ＝ , � ＝ セソ

である｡
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第３問 (配点 25)

関数 �(�) ＝��－���＋��＋�を考える｡� �(�) の導関数 ��(�) は��(�) ＝ ア ��－ イウ �＋ エ

であり, �(�) は �＝ オ において極大値 カ�＝ キ において極小値 ク

をとる｡� �(�) は, 区間－�≦�≦�において
最大値 ケ , 最小値 コサシ

をとる｡� �を正の定数とする, 区間�≦�≦�における �(�) の最大値が�, 最小値が�
となる�の範囲は

ス ≦�≦ セ

である｡
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第４問 (配点 25)

さいころを�回投げて, �回目に出た目を�, �回目に出た目を�, �回目に出た目
を�とおく｡� 数の組 (�, �, �) は全部で アイウ 通りあるが, このうち�＝�＝�となる組は エ 通り�＜�＜�となる組は オカ 通り

ある｡ また, �, �, �の少なくとも�つが同じ数である組は キク 通りある｡� 数の組 (�, �, �) に対して, 次のような点数を与えることにする｡ すなわち�＝�, �と�は任意 のとき �点�＝�, �＝�, �は任意 のとき ��点�＝�, �＝�, �＝� のとき ��点�＝�, �＝�, �＝� のとき �点
このとき�点となる確率は , ��点となる確率は
である｡ また, 点数の期待値は 点である｡

― 6―

ソ

タチ

ケコサ

シスセ

ツテ

ト



１ 問題の文中の ア , イウ などには, 特に指示がないかぎり, 符号(－,

±), 数字( 0 ～ 9 )が入ります｡ ア, イ, ウ, …の一つ一つは, これらのいずれか

一つに対応します｡ それらを解答用紙のア, イ, ウ, …で示された解答欄にマーク

して答えなさい｡

例１ アイウ に－83 と答えたいとき

２ 分数形で解答する場合は, 既約分数(それ以上約分できない分数)で答えなさい｡

符号は分子につけ, 分母につけてはいけません｡

例２ に－
4
5
と答えたいときは,

－4
5
として

３ 根号を含む形で解答する場合は, 根号の中に現れる自然数が最小となる形で答え

なさい｡

例えば, コ サ , に 4 2 ,
13
2
と答えるところ

を, 2 8 ,
52
4
のように答えてはいけません｡
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〈解答上の注意〉

ア ●●●－ ●●●± � ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨

イ ●●●－ ●●●± � ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ●●●８ ⑨

ウ ●●●－ ●●●± � ① ② ●●●３ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨

キ ●●●－ ●●●± � ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨

ク ●●●－ ●●●± � ① ② ③ ●●●４ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨

ケ ●●●－ ●●●± � ① ② ③ ④ ●●●５ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨

キク

ケ

シス

セ




